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は
じ
め
に

大
窪
詩
仏
（
一
七
六
七
～
一
八
三
七
）
は
、
市
河
寛
斎
の
江
湖
詩
社

で
詩
を
、
山
本
北
山
の
奚
疑
塾
で
儒
学
を
学
び
、
寛
斎
や
江
湖
詩
社
の

同
人
で
あ
る
柏
木
如
亭
・
菊
池
五
山
と
と
も
に
性
霊
説
を
唱
え
、
江
戸

の
四
詩
家
と
称
せ
ら
れ
た

（
注
１
）。

こ
の
よ
う
に
、
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
博

し
た
詩
仏
は
、
多
く
の
漢
詩
人
と
交
遊
し
全
国
各
地
を
遊
歴
し
て
、
厖

大
な
紀
行
詩
を
遺
し
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
詩
仏
の
紀
行
詩
集
は
、

『
西
遊
詩
草
』（
二
巻
二
冊
、
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
刊
）、『
北
遊
詩

草
』（
二
巻
二
冊
、
文
政
五
年
刊
）、『
再
北
遊
詩
草
』（
二
巻
二
冊
、
文

政
八
年
刊
）、『
二
島
遊
草
』（
一
巻
一
冊
、
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉
刊
）

の
四
つ
が
あ
る
。

従
来
、
大
窪
詩
仏
の
研
究
に
お
い
て
、
伝
記
や
初
期
詩
集
『
卜
居
集
』

（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
刊
）
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る

（
注
２
）。

し
か
し
な

が
ら
、
詩
仏
の
紀
行
詩
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い

（
注
３
）。

ま

た
、
そ
も
そ
も
近
世
紀
行
文
に
関
す
る
研
究
で
は
、
専
ら
和
文
体
の
紀

行
文
が
注
目
さ
れ
て
お
り

（
注
４
）、

漢
文
体
の
紀
行
文
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
。

近
世
後
期
の
性
霊
詩
風
に
つ
い
て
は
、
詩
仏
の
『
詩
聖
堂
詩
話
』（
寛

政
十
一
年
刊
）
に
、「
寛
斎
先
生
作
北
里
歌
三
十
首
、
以
見
性
霊
之
詩
、

莫
不
可
言
者
」（
寛
斎
先
生
、
北
里
歌
三
十
首
を
作
り
、
以
て
性
霊
の
詩

0

0

0

0

言
ふ
可
か
ら
ざ
る
者
莫
き
を
見
は
す
）
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
斎
の
『
北

里
歌
』
と
性
霊
詩
風
と
の
関
係
が
窺
え
る
。

こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、「
遊
里
風
俗
詩
と
し
て
の
竹
枝
詞
集
『
北

里
歌
』
は
、
性
霊
の
詩
の
先
進
的
な
試
み
の
一
つ
」
と
す
る
揖
斐
高
氏

王

　

自

強

大
窪
詩
仏
の
紀
行
詩
集

―
近
世
後
期
の
詩
壇
に
お
け
る
性
霊
詩
風
の
一
側
面
―
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の
指
摘
が
あ
る

（
注
５
）。

江
湖
詩
社
の
柏
木
如
亭
や
菊
池
五
山
が
寛
斎
に
倣
い
、

そ
れ
ぞ
れ
『
吉
原
詞
』（
寛
政
元
年
成
）
と
『
深
川
竹
枝
』（
寛
政
九
年

刊
）
を
作
成
し
た
の
に
対
し
て
、
詩
仏
は
連
作
の
竹
枝
詞
を
詠
わ
ず
に

多
く
の
紀
行
詩
を
遺
し
、
性
霊
詩
風
を
実
践
し
て
い
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ

た
詩
仏
の
紀
行
詩
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
詩
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
、

南
宋
の
詩
人
楊
誠
斎
受
容
お
よ
び
地
方
の
性
霊
派
の
詩
人
と
の
交
遊
な

ど
の
方
面
か
ら
、
紀
行
詩
と
性
霊
詩
風
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
稿
に
よ
っ
て
、
近
世
後
期
の
詩
壇
に
お
け
る
性
霊
詩
風
の
別
の
一
面

を
究
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
漢
文
体
の
紀
行
文
の
研
究
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
、
詩
仏
の
紀
行
詩
集
に
お
け
る
地
名
表
記

近
世
後
期
の
漢
詩
に
お
け
る
地
名
表
記
と
反
古
文
辞
派
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
日
野
龍
夫
氏
に
よ
る
考
察
が
備
わ
っ
て
い
る

（
注
６
）。

た

だ
し
、
大
窪
詩
仏
の
紀
行
詩
に
お
け
る
地
名
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
詩
仏
の
師
で
あ
る
市
河
寛
斎
の
古
文
辞
派
の
地
名
表
記
へ
の
批

判
を
見
て
い
こ
う
。

此
邦
地
名
、
多
不
雅
馴
、
可
入
詩
者
罕
。
而
近
世
作
家
、
漫
以
意

変
易
其
字
、
如
使
君
灘
・
承
華
渡
・
烏
衣
巷
、
似
華
則
似
。
当
時

猶
難
的
知
其
所
、
何
況
百
年
之
後
、
令
人
疑
且
惑
。（『
詩
燼
』、
天

明
元
年
〈
一
七
八
一
〉
成
）

（
此
の
邦
の
地
名
、
雅
馴
せ
ざ
る
こ
と
多
し
、
詩
に
入
る
べ
き
者
、

罕
な
り
。
而
し
て
近
世
の
作
家
、
漫
に
意
を
以
て
其
の
字
を
変
易

し
、
使
君
灘
・
承
華
渡
・
烏
衣
巷
の
如
し
、
華
に
似
れ
ば
、
則
ち

似
た
り
。
当
時
、
猶
ほ
的た

し

か
に
其
の
所
を
知
り
が
た
し
、
何
ぞ
況

ん
や
百
年
の
後
を
や
、
人
を
し
て
疑
ひ
且
つ
惑
は
し
む
。）

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
使
君
灘
・
承
華
渡
・
烏
衣
巷

（
注
７
）は

、
い
ず
れ

も
日
本
の
地
名
を
中
国
の
地
名
に
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

言
う
「
近
世
の
作
家
」
は
、
古
文
辞
派
の
漢
詩
人
の
こ
と
を
指
す
。
寛

斎
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
地
名
を
中
華
風
の
地
名
に
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

詩
中
の
地
名
が
日
本
の
ど
こ
を
指
す
か
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
読
者
を

惑
わ
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
菊
池
五
山
は
、『
五
山
堂
詩
話
』（
文
化
四
年
刊
）
巻
一
に
、

右
の
寛
斎
の
論
を
引
い
た
上
で
、「
余
按
、
誠
斎
有
句
云
、
里
名
只
道
新

名
好
、
不
道
新
名
誤
後
人
」（
余
按
ず
る
に
、
誠
斎
句
有
り
て
云
く
、〈
里

名
は
只
だ
道
ふ
新
名
好
し
、
道
は
ず　

新
名
の
後
人
を
誤
る
を
〉
と
）

と
述
べ
て
い
る
。
五
山
が
引
い
た
誠
斎
の
詩
は
、
七
言
絶
句
「
三
月
三

日
、
上
忠
襄
墳
。
因
之
行
散
、
得
絶
句
」（
三
月
三
日
、
忠
襄
墳
に
上

る
。
之
に
因
て
行
散
し
、
絶
句
を
得
た
り
）
の
二
句
で
あ
り
、
詩
仏
ら
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湖
と
為
し
、
岡
崎
城
を
豊
沛
と
為
し
、
目
黒
山
を
驪
山
と
為
し
、

白
山
を
商
山
と
為
す
が
如
き
は
、
胡
乱
牽
強
、
是
れ
誠
に
何
の
義

や
。）

と
書
い
て
い
る
。
徂
徠
・
南
郭
ら
の
古
文
辞
派
は
、
諏
訪
湖
を
中
国
の

鵝
湖
に
、
岡
崎
城
を
中
国
の
豊
沛
に
、
目
黒
山
を
中
国
の
驪
山
に
、
白

山
を
中
国
の
商
山
に
書
き
換
え
て
い
る
と
東
陽
は
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、

『
徂
徠
集
』
に
驪
山
を
詠
う
詩
が
あ
る
（『
徂
徠
集
』
巻
六
所
収
、
元
文

元
年
〈
一
七
三
六
〉
序
刊
）。

春
日
、
陪
西
台
侯
遊
驪
山

0

0

分
韻
（
春
日
、
西
台
侯
に
陪
ひ
驪
山

0

0

に
遊
び
て
韻
を
分
か
つ
）

高
台
宴
罷
散
珠
蹄　

高
台　

宴
罷
み
て
珠
蹄
散
ら
す

才
子
多
情
酔
欲
迷　

才
子　

多
情　

酔
ひ
て
迷
は
ん
と
欲
す

不
惜
桜
花
飛
作
雨　

惜
し
ま
ず　

桜
花
飛
び
て
雨
を
作
す
を

行
雲
本
在
驪
山

0

0

西　

行
雲　

本
よ
り
驪
山

0

0

の
西
に
在
り

「
驪
山
」
は
も
と
も
と
唐
代
長
安
付
近
の
名
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

目
黒
を
意
味
す
る

（
注
９
）。

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
永
田
観
鵞
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
た
『
大
東
詩
家
地
名
考
』
に
は
、「
驪
山
、
メ
グ
ロ
。
黒
馬
ヲ
驪

ト
云
ヘ
バ
ナ
リ
。
南
郭
詩
、
驪
山
二
月
闘シ

ム二
芳
菲ヲ
一
。
泰
叡
山
龍
泉
寺
と

云
不
動
ノ
霊
区
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

徂
徠
一
門
に
お
い
て
は
、
驪
山
の
ほ
か
、
江
戸
は
「
東
都
」「
江
都
」

「
武
昌
」「
武
陵
」
な
ど
の
中
華
風
の
地
名
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る（

（注

（
注

。

が
訓
点
を
施
し
た
『
楊
誠
斎
詩
鈔
』（
文
化
五
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。五

山
は
、
寛
斎
の
文
言
と
誠
斎
の
詩
を
引
用
し
た
が
、
二
者
の
連
繋

を
説
明
し
て
い
な
い

（
注
８
）。

誠
斎
の
詩
は
、
里
の
名
称
を
新
し
い
名
称
に
改

め
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
言
わ
れ
た
が
、
新
し
い
名
称
は
後
人
を
惑
わ

せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
古
文
辞
派
が
作
詩
に
際
し
て
、
日
本
の
あ

る
場
所
の
名
称
を
変
更
し
て
作
っ
た
中
華
風
の
地
名
は
、
当
時
の
人
に

と
っ
て
、
新
し
い
名
称
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
詩
中
の
中
華
風
的

か
つ
新
た
な
地
名
表
記
は
、
寛
斎
・
五
山
の
時
代
の
人
を
惑
わ
せ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
寛
斎
の
地
名
表
記
に
関
す
る
批
判
は
、

楊
誠
斎
の
詩
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
江
湖
詩
社
の
主
張
は
、
後
年
詩
仏
と
親
交
が
あ
っ
た
伊

勢
の
詩
人
津
阪
東
陽
に
受
け
つ
が
れ
た
。
東
陽
は
『
夜
航
詩
話
』（
文
化

十
三
年
序
、
天
保
七
年
刊
）
巻
一
に
、

我
邦
凡
百
称
呼
、
多
不
雅
馴
。
而
地
名
特
甚
也
。
先
輩
病
其
難
入

詩
、
往
往
私
修
改
之
。〈
中
略
〉
徂
徠
・
南
郭
輩
如
改
諏
訪
湖
為
鵝

湖
、
岡
崎
城
為
豊
沛
、
目
黒
山
為
驪
山
、
白
山
為
商
山
、
胡
乱
牽

強
、
是
誠
何
義
也
。

（
我
邦
凡
百
の
称
呼
、
多
く
は
雅
馴
な
ら
ず
。
而
し
て
地
名
は
特
に

甚
し
き
な
り
。
先
輩
、
其
の
詩
に
入
れ
が
た
き
を
病
み
、
往
々
私

に
之
を
修
改
す
。〈
中
略
〉
徂
徠
・
南
郭
輩
、
諏
訪
湖
を
改
め
て
鵝
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こ
の
よ
う
な
日
本
の
地
名
を
中
華
風
に
書
き
換
え
た
詩
を
作
成
す
る
た

め
に
、
宝
暦
期
に
地
名
表
記
の
用
例
を
網
羅
し
た
地
名
考
や
地
名
箋
な

ど
の
書
物
が
編
ま
れ
た
。
右
に
示
し
た
『
大
東
詩
家
地
名
考
』
は
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
名
考
の
書
物
は
、
古
文
辞
派
の
漢
詩
に

お
け
る
地
名
表
記
を
理
解
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
寛
斎
は
、
古
文
辞
派
の
地
名
表
記
を
批
判
し
た
。

こ
う
し
た
批
判
的
発
言
を
出
し
た
五
年
後
の
天
明
六
年
に
上
梓
さ
れ
た

『
寛
斎
摘
草
』
巻
四
に
、「
下
仁
田
雑
詠
」
七
首
と
「
砥
沢
六
詠
」
六
首

の
連
作
の
五
言
絶
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
連
作
の
中
の
詩
題
「
鏑

川
」
や
「
鷹
巣
古
城
」
お
よ
び
「
南
牧
関
」
は
、
い
ず
れ
も
群
馬
県
の

地
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寛
斎
の
漢
詩
作
品
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
日

本
語
の
地
名
表
記
が
使
わ
れ
る
の
は
、
基
本
的
に
詩
題
に
限
ら
れ
て
お

り
、
詩
の
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
。

化
政
期
に
入
り
、
寛
斎
の
地
名
表
記
に
関
す
る
主
張
を
徹
底
的
に
実

践
し
た
の
は
、
江
湖
詩
社
の
同
人
大
窪
詩
仏
で
あ
る
。
詩
仏
の
『
西
遊

詩
草
』
や
『
北
遊
詩
草
』
な
ど
の
紀
行
詩
集
に
は
、「
根
府
川
道
中
」「
清

見
寺
」「
金
沢
城
」
な
ど
の
日
本
の
地
名
を
詩
題
と
す
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
紀
行
詩
集
の
漢
詩
の
本
文
に
も
日
本
語
の
地
名
が
頻

繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
は
、
以
下
の
と
お
り
。

詩
集

詩
題

漢
詩

『西遊
詩草』

「
宇
治
橋
上
矚
目
」

 

宇
治
橋 

頭
日
欲
頽
、
紅
楓
両
岸
錦
成
堆
。

「
中
納
言
日
野
公
、
席
上
賦
之
奉
呈
」
憶
得
春
来
落
花
節
、 品
川
駅 

裏
送
君
帰
。

『北遊
詩草』

「
津
幡
駅
、
次
梅
逸
見
送
韻
」

故
人
遠
送 

津
幡
駅 

、
真
箇
今
宵
是
客
愁
。

「
留
別
東
亭
」

他
日
相
思
君
合
記
、 滑
川
駅 

裏
和
詩
時
。

『再北遊
詩草』

「
糸
魚
川
」

 

糸
魚
川
駅 

小
繁
華
、
丁
字
為
街
千
百
家
。

「
赤
倉
温
泉　

其
の
四
」

残
夜
毎
無
雲
一
点
、 妙
高
山 

上
月
輪
寒
。

『二島
遊草』

「
壺
碑
」

 

多
賀
城 

荒
余
故
墟
、
千
年
遺
跡
一
碑
孤
。

「
扇
亭
徳
望
」

休
嗔
少
句
酬
清
景
、 松
島 

古
来
無
一
詩
。

右
の
一
覧
表
の
よ
う
に
、
京
都
の
「
宇
治
橋
」
や
新
潟
県
の
「
糸
魚

川
駅
」
お
よ
び
宮
城
県
の
「
松
島
」
な
ど
の
地
名
は
、
い
ず
れ
も
日
本

語
の
地
名
表
記
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
詩
は
、
古
文
辞
派
が
詠
ん
だ

中
華
風
の
漢
詩
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
旅
行
先
の
地
名
を
そ
の
ま
ま

詠
じ
た
、
あ
る
意
味
写
実
的
な
作
品
だ
と
言
え
よ
う
。
詩
仏
の
紀
行
詩

に
見
る
写
実
的
表
現
に
関
し
て
、
大
田
錦
城
は
『
西
遊
詩
草
』
の
序
文

に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
乃
披
巻
覧
数
篇
、
斂
襟
語
之
曰
、
凡
詩
出
於
率
意
者
、
情
景
皆

真
、
足
以
動
人
。
出
於
雕
琢
者
、
意
興
此
仮
、
其
言
雖
巧
、
不
足

感
人
。〈
中
略
〉
是
皆
羈
旅
率
意
之
作
、
然
其
情
景
能
感
動
人
。
千

歳
之
下
、
想
像
其
境
、
如
目
撃
而
親
見
也
。
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（
予
、
乃
ち
巻
を
披
ひ
て
数
篇
を
覧
、
襟
を
斂
め
て
之
を
語
り
て
曰

く
、「
凡
そ
詩
は
率
意
に
出
づ
る
者
、
情
景
皆
真

0

0

0

0

た
り
、
以
て
人
を

動
か
す
に
足
る
。
雕
琢
に
出
づ
る
者
、
意
興
此
を
仮
に
し
て
、
其

の
言
巧
み
と
雖
ど
も
、
人
を
感
ず
る
に
足
ら
ず
」
と
。〈
中
略
〉
是

れ
皆
羈
旅
の
率
意
の
作
、
然
れ
ど
も
其
の
情
景
は
能
く
人
を
感
動

す
。
千
歳
の
下
、
其
の
境
を
想お

も
ひ
や像

り
、
目
撃
し
て
親
ら
見
る
が
如

き
な
り
。）

詩
仏
の
紀
行
詩
は
、
い
ず
れ
も
読
者
を
感
動
さ
せ
る
「
羈
旅
の
率
意

の
作
」
で
あ
り
、「
情
景
皆
真
」
の
作
品
で
も
あ
る
と
錦
城
は
指
摘
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
「
真
」
の
詩
の
作
り
方
に
つ
い
て
、
詩
仏
は
『
詩
聖

堂
詩
話
』
に
、
次
の
よ
う
な
寛
斎
の
言
を
引
い
て
い
る
。

学
詩
、
一
求
之
目
之
前
、
不
必
求
之
遠
。
先
生
此
言
、
痛
中
今
人

之
病
、
故
録
于
此
。

（「
詩
を
学
ぶ
は
、
一
に
之
れ
を
目
の
前
に
求
め
、
必
ず
し
も
之
れ

を
遠
き
に
求
め
ず
」
と
。
先
生
の
此
の
言
、
痛
く
今
人
の
病
に
中

る
。
故
に
此
に
録
す
。）

詩
仏
の
紀
行
詩
に
お
け
る
「
目
の
前
」
の
風
物
は
、
も
ち
ろ
ん
中
華

風
の
も
の
で
は
な
く
、「
宇
治
橋
」
や
「
多
賀
城
」
と
い
っ
た
日
本
の
景

色
で
あ
る
。
中
村
幸
彦
氏
は
写
実
主
義
と
性
霊
詩
風
と
の
関
係
に
つ
い

て
、「（
性
霊
詩
は
）
蘐
園
の
風
雅
論
下
に
於
け
る
、
子
君
子
の
気
宇
を

示
す
と
て
、
華
麗
に
し
て
格
調
を
ほ
こ
る
作
品
を
廃
し
て
、
現
実
の
対

象
を
反
映
し
た
自
己
の
性
霊
を
詩
に
う
つ
す
写
実
的
な
作
品
を
求
め
る
」

と
述
べ
て
い
る（

（注

（
注

。

こ
の
よ
う
に
、
目
の
前
の
旅
行
先
の
地
名
を
詠
作
す
る
漢
詩
に
お
い

て
は
、
地
方
の
独
特
な
風
物
が
写
実
的
に
詠
ま
れ
て
い
た
。
詩
仏
の
漢

詩
に
詠
ま
れ
た
地
方
の
風
物
の
種
類
に
つ
い
て
、
加
賀
の
漢
詩
人
林
蓀

坡
は
『
北
遊
詩
草
』
の
序
文
に
、「
山
水
之
奇
秀
、
楼
亭
之
勝
覧
。
自
一

草
一
木
至
飲
食
之
微
」（
山
水
の
奇
秀
、
楼
亭
の
勝
覧
。
一
草
一
木
よ
り

飲
食
の
微
に
至
る
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
詩

仏
の
紀
行
詩
に
多
く
詠
ま
れ
た
「
山
水
の
奇
秀
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

二
、
詩
仏
の
紀
行
詩
に
見
る
「
奇
」
と
「
誠
斎
体
」

江
湖
詩
社
を
中
心
と
す
る
近
世
後
期
の
性
霊
派
詩
人
と
平
淡
流
暢
な

宋
代
詩
風
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
し
か
し
な

が
ら
、
詩
仏
が
尊
重
す
る
新
奇
な
詩
風
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
。
新
奇
な
詩
風
と
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
に
つ

い
て
、
ま
ず
詩
仏
の
『
詩
聖
堂
詩
話
』
を
見
て
み
よ
う
。

詩
貴
平
淡
。
平
淡
詩
之
上
乗
也
。
然
平
淡
不
経
奇
険
中
来
、
則
徒

是
村
嫗
絮
談
耳
、
全
無
気
力
焉
。
故
学
詩
先
覓
奇
険
、
而
後
温
雅
、

而
後
平
淡
。
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（
詩
は
平
淡
を
貴
ぶ
。
平
淡
は
詩
の
上
乗
な
り
。
然
れ
ど
も
平
淡
は

奇
険
中
を
経
て
来
た
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
徒
ら
に
是
れ
村
嫗
の
絮
談

の
み
、
全
く
気
力
無
し
。
故
に
詩
を
学
ぶ
は
先
づ
奇
険
を
覓
め
、

而
し
て
後
に
温
雅
、
而
し
て
後
に
平
淡
な
り
。）

詩
仏
は
、
平
易
な
詩
風
を
形
成
す
る
前
に
、
新
奇
な
詩
風
を
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
詩
の
平
淡
は
、
詩
仏
の
言
の
よ

う
に
、
も
し
「
奇
険
中
を
経
て
」
作
ら
れ
な
け
れ
ば
、
単
な
る
「
村
嫗

の
絮
談
」
の
よ
う
な
俚
俗
に
陥
り
か
ね
な
い
。
当
時
の
詩
壇
に
お
け
る

俚
俗
の
詩
風
に
つ
い
て
、
詩
仏
は
寛
斎
編
『
三
家
妙
絶
』（
文
化
四
年

刊
）
の
序
文
で
、「
世
の
宋
詩
を
学
ぶ
者
、
尚
ほ
未
だ
詭
僻
・
険
怪
・
傭

瑣
・
鄙
俚
を
免
れ
ず
」（
世
之
学
宋
詩
者
、
尚
未
免
詭
僻
険
怪
傭
瑣
鄙

俚
）
と
記
し
て
い
た
。
こ
こ
の
「
険
怪
」
は
怪
し
い
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
珍
し
さ
を
意
味
す
る
「
奇
険
」
と
は
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
詩
の
「
奇
険
」
に
関
し
て
は
、
石
井
錦
江
が
『
二
島

遊
草
』
の
跋
文
に
説
明
し
て
い
る
。

勝
地
得
名
士
、
而
其
奇
益
顕
。
名
士
亦
得
勝
地
、
而
其
才
愈
奇
。

此
二
者
可
不
相
待
、
而
成
其
奇
哉
。
今
開
此
帖
、
松
島
・
塩
竈
、
及

我
雄
鹿
郎
湖
之
奇
景
、
驀
然
現
於
几
席
之
間
、
審
於
飽
聞
飽
見
也
。

可
不
謂
名
士
勝
地
之
奇
遇
哉
。
然
其
詩
亦
極
奇
険
之
変
、
而
不
能

免
眼
小
如
豆
之
士
之
笑
罵
。
所
謂
不
笑
、
則
不
足
以
為
道
也
者
歟
。

（
勝
地
に
名
士
を
得
て
、
其
の
奇
益
々
顕
ら
か
な
り
。
名
士
も
亦
た

勝
地
を
得
て
、
其
の
才
愈
々
奇
な
り
。
此
の
二
者
相
待
た
ざ
る
べ

く
し
て
、
其
の
奇
と
成
る
や
。
今
此
の
帖
を
開
き
、
松
島
・
塩
竈
、

及
び
我
が
雄
鹿
郎
湖
の
奇
景
、
驀
然
と
し
て
几
席
の
間
に
現
れ
、

飽
聞
飽
見
を
審
ら
か
に
す
。
名
士
勝
地
の
奇
遇
と
謂
は
ざ
る
べ
け

ん
や
。
然
れ
ど
も
其
の
詩
も
亦
た
極
め
て
奇
険
の
変

0

0

0

0

、
而
し
て
眼

小
、
豆
の
如
き
の
士
の
笑
罵
を
免
れ
る
こ
と
能
は
ず
。
所
謂
笑
は

ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
道
ふ
と
為
す
に
足
ら
ざ
る
も
の
か
。）

名
所
は
名
士
の
作
品
に
お
け
る
描
写
を
通
し
て
、
そ
の
風
景
の
珍
し

さ
が
よ
り
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
名
士
は
名
所
を
描
く

こ
と
で
、
自
分
の
才
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
名
所
の
奇
景
は
名
士
の
奇
才
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。『
二
島
遊
草
』
に
収
め
ら
れ
た
松
島
な
ど
の
名
所
を
詠
じ
る
漢

詩
は
、
ま
さ
し
く
詩
仏
の
奇
才
を
あ
ら
わ
し
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、

「
奇
険
の
変
」
の
「
変
」
と
は
、「
奇
」
の
多
様
性
を
意
味
す
る
。
詩
仏

の
紀
行
詩
に
は
、「
奇
」
の
詩
語
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は

詩
仏
の
紀
行
詩
集
に
お
け
る
「
奇
」
の
一
覧
表
で
あ
る
。

詩
集

詩
題

漢
詩

『西遊詩草』
「
題
植
松
思
斎
宅
」

家
在
塵
中
不
染
塵
、 奇
書 

名
帖
机
頭
陳
。

「
題
植
松
氏
卉
仙
閣
」

果
爾
令
朝
卉
仙
閣
、 奇
花 

異
草
各
知
名
。

「
閣
筆
山
」

 

奇
松
怪
石 

写
難
真
、
自
古
画
工
無
絶
倫
。
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詩
集

詩
題

漢
詩

『北遊詩草』
「
高
崎
道
中
」

野
草
花
開 

瞥
眼
奇 

、
轎
簾
半
捲
看
過
時
。

「
和
長
崎
浩
斎
見
贈
」

渡
水
経
村
又
上
危
、
乍
晴
乍
雨 

景
都
奇 

。

「
那
谷
寺
」

大
士
山
中
霜
染
楓
、 怪
巌
奇
石 

錦
屏
中
。

『再北遊詩草』
「
赤
倉
温
泉　

其
五
」

平
日
曽
無 

今
日
奇 

、
闌
干
倚
遍
立
多
時
。

「
遊
伊
藤
大
夫
別
業
、

席
間
得
六
絶
句
」

千
年
一 

奇
樹 

、
人
見
不
知
名
。

「
鳩
巌
瀑
布
」

一
場 

奇
夢 

醒
猶
記
、
直
駕
銀
竜
上
九
天
。

『二島
遊草』
「
松
島
」

 
怪
怪
奇
奇
更
怪
奇 

、
怪
奇
之
外
讃
無
辞
。

以
上
の
よ
う
に
、
詩
仏
は
紀
行
詩
に
「
奇
書
」「
奇
花
」「
奇
松
」「
奇

石
」「
奇
樹
」
な
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
「
奇
」
を
詠
む
の
み
な
ら
ず
、

「
今
日
奇
」「
奇
夢
」
の
よ
う
な
抽
象
的
な
「
奇
」
も
詠
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
の
「
奇
」
な
る
風
景
は
、
い
ず
れ
も
旅
行
の
途
中
や
旅
行
先
で
、

詩
仏
が
直
接
見
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
右
に
引
い
た
『
二
島
遊
草
』

の
「
松
島
」
詩
を
見
て
み
よ
う
。

怪
怪
奇
奇
更
怪
奇　

怪
怪
奇
奇　

更
に
怪
奇
た
り

怪
奇
之
外
讃
無
辞　

怪
奇
の
外　

讃
す
る
に
辞
無
し

鳳
翔
鸞
舞
松
同
態　

鳳
翔
鸞
舞　

松
は
態
を
同
じ
う
す

虎
踞
竜
蟠
石
異
姿　

虎
踞
竜
蟠　

石
は
姿
を
異
に
す

詩
仏
は
「
奇
」
の
語
を
繰
り
返
し
て
用
い
、
松
島
の
風
景
の
珍
し
さ

や
素
晴
ら
し
さ
を
称
賛
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
詩
仏
の
養
子
謙
は
『
二
島
遊
草
』
の
跋
文
に
、
こ
の
よ

う
な
奇
景
を
詠
む
際
、
南
宋
の
詩
人
楊
誠
斎
の
詩
風
で
あ
る
「
誠
斎
体
」

に
倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
詩
仏
の
論
を
引
い
て
い
る
。

家
君
常
謂
、「
凡
遇
難
遇
之
景
、
言
難
言
之
景
、
非
倣
誠
斎
体
不
能

尽
為
」。〈
中
略
〉
松
島
之
景
、
予
所
欲
言
、
家
君
已
尽
之
。
或
疑

其
詩
之
奇
険
、
蓋
不
知
詩
者
也
。
八
郎
湖
雄
鹿
之
一
勝
、
予
未
到

其
地
。
而
以
松
島
徴
之
、
則
真
景
可
想
而
已
。

（
家
君
常
に
謂
く
、「
凡
そ
遇
ひ
が
た
き
の
景
に
遇
ひ
、
言
ひ
が
た

き
の
景
を
言
は
ば
、
誠
斎
体

0

0

0

に
倣
ふ
に
非
ざ
れ
ば
尽
し
為
す
こ
と

能
は
ず
」
と
。〈
中
略
〉
松
島
の
景
、
予
言
は
ん
と
欲
す
る
所
、
家

君
已
に
之
を
尽
く
す
。
或
は
其
の
詩
の
奇
険
を
疑
ふ
は
、
蓋
し
詩

を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
八
郎
湖
雄
鹿
の
一
勝
、
予
未
だ
其
の
地
に

到
ら
ず
。
而
し
て
松
島
を
以
て
之
を
徴
す
れ
ば
、
則
ち
真
の
景
を

想
ふ
べ
き
の
み
。）

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
詩
仏
ら
は
、
文
化
五
年
に
訓
点
を
施
し
た

楊
誠
斎
の
単
独
の
詩
集
『
楊
誠
斎
詩
鈔
』
を
上
梓
し
た
。
こ
の
詩
集
に

収
め
ら
れ
た
作
品
に
は
、
多
く
の
「
奇
」
の
詩
語
が
見
ら
れ
る
。
中
で

も
、「
二
者
相
遭
兎
甌
面
、
怪
怪
奇
奇
真
善
幻
」（
二
者
相
ひ
遭
ふ　

兎

甌
の
面
、
怪
怪
奇
奇　

真
に
善
く
幻
し（

（注

（
注

）
は
、「
怪
怪
奇
奇
」
の
語
を
使

用
し
て
お
り
、
右
に
引
い
た
詩
仏
の
松
島
詩
の
表
現
と
ま
っ
た
く
同
じ
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で
あ
る
。「
奇
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
あ
る
が
、
楊
誠
斎

詩
集
の
和
刻
本
を
出
し
た
詩
仏
は
、
や
は
り
誠
斎
か
ら
そ
の
「
怪
怪
奇

奇
」
の
表
現
を
学
ん
だ
だ
ろ
う
。

ま
た
、
詩
仏
の
『
北
遊
詩
草
』
に
お
い
て
も
、「
誠
斎
体
」
に
倣
っ
て

作
ら
れ
た
詩
が
散
見
さ
れ
る
。

詩
題

詩
題
の
割
注

漢
詩

「
右
絳
雪
唫
窠
」

楊
誠
斎

0

0

0

紫
薇
詩
、
晴
霞
艶
艶
覆

檐
牙
、
絳
雪
霏
霏
落
砌
沙
。

紫
薇
花
発
処
、
絳
雪
映
檐
牙
。

「
右
錦
繡
堆
」

誠
斎

0

0

詩
、
故
園
海
棠
今
日
開
、

夢
入
江
西
錦
繡
堆
。

天
下
海
棠
絶
、
蜀
有
碧
鶏
坊
。

君
家
錦
繡
堆
、
足
以
相
比
方
。

「
右
絳
雪
唫
窠
」
と
「
右
錦
繡
堆
」
は
、
連
作
「
海
棠
園
十
二
勝
」
の

二
首
で
あ
る
。
詩
仏
は
そ
の
詩
題
の
下
に
割
注
で
、
参
照
し
た
楊
誠
斎

の
詩
句
を
明
示
し
て
い
る
。
同
連
作
の
別
詩
に
は
、
陸
放
翁
や
蘇
東
坡

の
詩
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
詩
仏
の
漢
詩
に
お
い
て
は
、
楊
誠
斎

へ
の
特
別
な
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
誠

斎
の
詩
風
に
つ
い
て
、
亀
田
鵬
斎
は
、『
楊
誠
斎
詩
鈔
』
の
序
文
に
「
其

詩
尽
脱
諸
家
之
風
、
偏
精
独
詣
、
別
出
機
杼
。
乃
是
一
種
之
創
体
也
」

（
其
の
詩
、
尽
く
諸
家
の
風
を
脱
し
、
偏
に
独
詣
に
精
し
、
別
に
機
杼
を

出
だ
す
。
乃
ち
是
れ
一
種
の
創
体
な
り
）
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
独
創
の
詩
体
と
言
わ
れ
た
「
誠
斎
体
」
と
性
霊
説
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
大
田
錦
城
は
『
楊
誠
斎
詩
鈔
』
序
文
で
、

予
曰
、
誠
斎
之
詩
、
昔
人
病
其
俚
俗
。
然
其
豪
放
雄
厲
、
発
舒
性

霊
、
無
復
検
束
。
意
所
欲
言
、
無
所
不
言
、
毫
無
塗
沢
媚
世
之
気
。

此
亦
千
古
之
一
人
耳
。
医
偽
唐
之
病
、
莫
神
焉
。

（
予
曰
く
、「
誠
斎
の
詩
、
昔
の
人
は
其
の
俚
俗
を
病
む
。
然
れ
ど

も
其
の
豪
放
・
雄
厲
、
性
霊

0

0

を
発
舒
し
、
復
た
検
束
無
し
。
意
を

言
は
ん
と
欲
す
る
所
、
言
は
ざ
る
所
無
し
、
毫
も
塗
沢
、
世
に
媚

ぶ
る
気
無
し
。
此
れ
も
亦
た
千
古
の
一
人
の
み
。
偽
唐
の
病

0

0

0

0

を
医

や
し
、
焉
よ
り
神
な
る
は
莫
し
」
と
。）

と
述
べ
て
い
る
。
誠
斎
の
詩
は
、
詩
人
の
「
言
は
ん
と
欲
す
る
所
」
に

「
言
は
ざ
る
所
無
」
く
、
性
霊
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
性
霊
詩
は
偽
唐
詩
の
病
を
治
す
薬
で
あ
る
と
い
う
。
菊
池

五
山
が
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
に
、

袁
子
才
不
喜
黄
山
谷
、
而
喜
楊
誠
斎
。
与
余
天
性
若
有
暗
合
。
然

不
特
余
也
、
喜
黄
者
絶
少
、
喜
楊
者
常
多
。
蓋
黄
詩
奥
峭
、
耳
苦

艱
渋
。
楊
詩
尖
新
、
易
入
心
脾
故
也
。

（
袁
子
才
は
黄
山
谷
を
喜
ば
ず
し
て
、
楊
誠
斎
を
喜
ぶ
。
余
が
天
性

と
暗
合
有
る
が
若
し
。
然
れ
ど
も
特
に
余
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
、

黄
を
喜
ぶ
者
は
絶
え
て
少
く
、
楊
を
喜
ぶ
者
は
常
に
多
し
。
蓋
し

黄
詩
は
奥
峭
に
し
て
、
耳
、
艱
渋
を
苦
し
む
。
楊
詩
は
尖
新
に
し
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て
、
心
脾
に
入
り
易
き
が
故
な
り
。）

と
書
い
た
よ
う
に
、
誠
斎
の
詩
は
清
の
性
霊
派
詩
人
で
あ
る
袁
枚
（
字

は
子
才
）
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
人
の
「
心
脾
に
入
り
易
」
い
も

の
で
あ
る
。

享
和
・
文
化
頃
、
江
湖
詩
社
を
中
心
と
す
る
詩
人
た
ち
は
、
性
霊
詩

風
を
促
す
た
め
に
、
楊
誠
斎
単
独
の
詩
集
以
外
に
も
、
楊
誠
斎
・
范
石

湖
・
陸
放
翁
と
い
う
三
家
の
詩
を
ま
と
め
た
詩
集
を
出
版
し
た
。
ま
ず
、

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
大
窪
詩
仏
と
山
本
信
謹
は
、『
宋
三
大
家
絶

句
』
を
編
ん
だ
。
巻
頭
に
は
山
本
北
山
の
序
文
が
あ
り
、
北
山
は
そ
こ

で
「
蓋
偽
唐
詩
選
行
於
世
、
而
後
詩
世
界
如
黒
騰
騰
夜
国
」（
蓋
し
偽
唐

詩
選
は
世
に
行
は
れ
、
而
し
て
後
の
詩
の
世
界
は
黒
騰
騰
た
る
夜
の
国

の
如
し
）
と
述
べ
、
三
家
詩
に
倣
っ
た
詩
風
革
新
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
そ
の
後
、
市
河
寛
斎
編
『
三
家
妙
絶
』（
文
化
四
年
刊
）
と
大
窪
詩

仏
・
菊
池
五
山
編
『
広
三
大
家
絶
句
』（
文
化
九
年
刊
）
が
世
に
出
さ
れ

た
（
（注

（
注

。こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、『
二
島
遊
草
』
の
跋
文
に
言
及
さ
れ
る

「
誠
斎
体
に
倣
」
う
説
は
、
こ
の
よ
う
な
近
世
後
期
の
性
霊
派
の
、
反
古

文
辞
派
の
営
為
の
流
れ
の
中
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
詩
仏
の
紀
行
詩
集
と
上
方
・
地
方
の
性
霊
派
詩
人

三－

一
、『
西
遊
詩
草
』
と
東
海
・
上
方
の
詩
壇

化
政
期
頃
、
中
央
詩
壇
と
地
方
詩
壇
と
の
間
で
は
活
発
な
交
流
が
行

わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
詩
壇
に
お
い
て
、
江
戸
と
地
方
や
江
戸
と
上
方

の
関
係
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
別
稿
で
考
察
を
行
い
た
い
。
本

節
で
は
、
詩
仏
の
紀
行
詩
集
に
注
目
し
、
詩
仏
と
地
方
・
上
方
の
性
霊

派
詩
人
と
の
関
係
を
論
述
す
る
。

文
政
元
年
夏
、
詩
仏
は
江
戸
を
発
ち
、
東
海
道
を
西
上
し
て
大
坂
・

京
都
に
滞
在
し
、
同
年
の
年
末
に
江
戸
に
帰
っ
た
。
翌
年
、
詩
仏
は
二

〇
一
首
の
漢
詩
を
集
め
、『
西
遊
詩
草
』
を
上
梓
し
た
。
こ
の
詩
集
に
言

及
さ
れ
る
東
海
詩
壇
と
上
方
詩
壇
の
文
人
は
六
十
七
人
に
至
る
が
、
そ

の
中
に
は
、
詩
仏
と
同
じ
性
霊
詩
風
を
唱
え
る
漢
詩
人
が
存
し
て
い
た
。

詩
仏
は
こ
の
西
遊
の
途
中
で
、
東
海
道
藤
枝
宿
の
詩
人
か
つ
旅
籠
の
主

人
で
あ
る
石
野
雲
嶺
に
三
首
の
七
言
絶
句
を
贈
っ
た
。
そ
の
中
の
一
首

を
見
て
み
よ
う
。

贈
石
野
雲
嶺
（
石
野
雲
嶺
に
贈
る
）

善
画
善
書
兼
善
曲　

画
を
善
く
し
書
を
善
く
し
兼
て
曲
を
善
く
す

就
中
詩
句
最
清
新

0

0　

就な
か
ん
づ
く中

詩
句
は
最
も
清
新

0

0

な
り

誰
知
灑
落
真
才
子　

誰
か
知
ら
ん
や　

灑し
ゃ
ら
く落

た
る
真
才
子
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却
在
羈
亭
旧
主
人　

却
て
羈
亭
の
旧
主
人
に
在
ら
ん
と

詩
仏
は
、「
清
新
」
と
「
灑
落
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
雲
嶺
の
漢

詩
と
人
格
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
雲
嶺
の
師
で
あ
る
大
塚
荷
渓
は
、

詩
仏
に
漢
詩
を
学
ん
で
、
藤
枝
に
水
月
社
を
運
営
し
、
雲
嶺
の
よ
う
な

性
霊
派
の
詩
人
を
育
て
た
。『
西
遊
詩
草
』
に
は
「
香
遠
山
房
」
と
「
題

香
遠
山
房
」
二
首
の
詩
が
あ
る
が
、
こ
の
「
香
遠
山
房
」
は
、
荷
渓
の

書
斎
で
あ
る
。
東
海
詩
壇
の
性
霊
派
に
つ
い
て
、
五
山
の
『
五
山
堂
詩

話
・
補
遺
』（
文
政
七
年
刊
）
巻
二
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

駿
中
清
新
之
詩
、
荷
渓
唱
之
、
雲
嶺
和
之
。
継
之
者
有
晴
橋
。
経

歳
之
久
、
社
盟
屡
渝
。
可
亭
為
客
之
日
所
創
「
水
月
社
」、
今
已
散

潰
。
可
亭
亦
尋
亡
。「
水
月
」
二
字
、
頗
似
成
讖
。
雲
嶺
・
晴
橋
、

重
収
余
燼
、
改
命
曰
「
樵
雲
社
」。
新
進
穎
脱
、
得
大
冢
桂
巌
・
雪

渓
伯
仲
二
子
。

（
駿
中
清
新
の
詩
、
荷
渓
、
之
を
唱
へ
、
雲
嶺
、
之
を
和
す
。
之
に

継
ぐ
者
、
晴
橋
有
り
。
歳
を
経
る
の
久
し
き
、
社
盟
屡
々
渝か

は
る
。

可
亭
、
客
為
る
の
日
に
創
す
る
所
の
「
水
月
社
」、
今
已
に
散
潰

す
。
可
亭
も
亦
た
尋
ね
て
亡
く
す
。「
水
月
」
の
二
字
、
頗
る
讖
を

成
る
に
似
た
り
。
雲
嶺
・
晴
橋
、
重
ね
て
余
燼
を
収
め
、
改
め
て

命
じ
て
「
樵
雲
社
」
と
曰
ふ
。
新
進
穎
脱
、
大
冢
桂
巌
・
雪
渓
伯

仲
二
子
を
得
る
。）

五
山
が
述
べ
た
よ
う
に
、
東
海
詩
壇
の
性
霊
派
の
中
心
的
詩
人
は
、

荷
渓
と
雲
嶺
で
あ
っ
た
。
水
月
社
を
創
立
し
た
可
亭
は
、
山
本
北
山
の

門
人
間
野
可
亭
を
指
す（

（注

（
注

。
可
亭
の
死
後
、
雲
嶺
ら
は
「
水
月
社
」
を
母

体
と
し
て
、
改
め
て
「
樵
雲
社
」
を
結
成
し
、
新
進
の
詩
人
を
育
成
し

た
。
以
上
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、
石
野
雲
嶺
を
中
心
と
し
た
東
海
詩

壇
の
性
霊
派
の
詩
人
た
ち
は
、
詩
仏
や
可
亭
ら
の
江
戸
の
性
霊
派
と
深

い
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
西
遊
詩
草
』
巻
二
の
詩
「
八
月
廿
七
日
到
京
師
、
翌
日
同
梅
逸
遊
南

禅
寺
」（
八
月
廿
七
日
京
師
に
到
り
、
翌
日
梅
逸
と
も
に
南
禅
寺
に
遊

ぶ
）
を
見
れ
ば
、
詩
仏
は
文
政
元
年
八
月
二
十
七
日
に
、
京
都
に
到
着

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
数
日
後
、
詩
仏
は
京
都
の
詩
人
梅
辻
春
樵
ら
と

と
も
に
四
条
橋
の
酒
楼
に
会
食
し
、「
同
琴
春
樵
・
稲
藜
園
・
馬
島
松

南
・
山
本
梅
逸
、
飲
四
条
橋
酒
楼
」（
琴
春
樵
・
稲
藜
園
・
馬
島
松
南
・

山
本
梅
逸
と
も
に
四
条
橋
の
酒
楼
に
飲
む
）
の
七
言
絶
句
を
詠
ん
だ
。

梅
辻
春
樵
、
別
姓
は
琴
、
字
は
延
調
。
村
瀬
栲
亭
に
学
び
、
古
文
辞

派
の
唐
詩
摸
擬
を
批
判
し
て
い
た
。
春
樵
の
詩
作
に
つ
い
て
、
栲
亭
は

『
春
樵
詩
草
』（
文
化
八
年
刊
）
の
序
文
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
故
曰
、「
境
真
情
真
事
真
、
則
近
自
然
。
近
自
然
、
則
字
穏
語

順
。
不
論
漢
魏
唐
宋
元
明
。
得
到
此
地
位
、
此
謂
之
真
詩
。
若
乃

剽
窃
摸
擬
、
言
非
自
己
出
、
則
不
啻
欺
人
。
亦
自
誣
耳
」。〈
中
略
〉

琴
延
調
蚤
歳
従
余
遊
、
斐
然
業
已
成
。
然
猶
且
底
励
刻
責
、
一
洗

偽
体
之
弊
、
卓
為
一
家
。
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（
余
、
故
に
曰
く
、「
境
真
に
し
情
真
に
し
事
真
に
す
れ
ば
、
則
ち

自
然
に
近
し
。
自
然
に
近
け
れ
ば
、
則
ち
字
穏
語
順
な
り
。
漢
魏

唐
宋
元
明
を
論
せ
ず
。
此
の
地
位
に
到
る
こ
と
を
得
、
此
之
を
真

詩
と
謂
ふ
。
若
し
乃
ち
剽
窃
摸
擬

0

0

0

0

、
言
己
よ
り
出
る
に
非
ざ
れ
ば
、

則
ち
啻
に
人
を
欺
く
の
み
な
ら
ず
。
亦
た
自
ら
誣
る
の
み
」
と
。

〈
中
略
〉
琴
延
調
、
蚤
歳
余
に
従
ひ
て
遊
び
、
斐
然
と
し
て
業
已
に

成
る
。
然
れ
ど
も
猶
ほ
且
つ
底
励
・
刻
責
し
て
、
偽
体
の
弊
を
一

洗
し
、
卓
と
し
て
一
家
と
為
す
。）

栲
亭
が
述
べ
た
「
剽
窃
摸
擬
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
古
文
辞
派
の

摸
擬
主
義
を
指
す
。
春
樵
が
「
真
詩
」
を
も
っ
て
摸
擬
詩
風
を
一
掃
し
、

京
都
詩
壇
の
一
家
と
な
っ
た
と
い
う
栲
亭
の
指
摘
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。

栲
亭
の
詩
風
に
関
し
て
、
鷲
原
具
仁
子
氏
は
「
村
瀬
栲
亭
は
、
こ
の
詩

風
の
転
換
を
経
験
し
た
詩
人
の
一
人
で
、
初
学
の
頃
は
、
古
文
辞
派
が

手
本
と
し
た
『
唐
詩
選
』
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
後
に
清
新
性

霊
派
の
詩
論
・
詩
風
の
影
響
を
受
け
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（注

（
注

。
と
す
る

な
ら
ば
、
栲
亭
の
高
弟
と
し
て
の
春
樵
は
、
む
ろ
ん
性
霊
派
か
ら
影
響

を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
仏
は
上
方
遊
歴
に
際
し
て
、
す
で
に
性
霊
詩
風
を

実
践
し
て
い
た
春
樵
と
交
遊
し
た
り
詩
を
作
っ
た
り
し
て
、
当
時
の
京

都
詩
壇
に
お
け
る
性
霊
詩
風
を
活
性
化
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
西
遊
詩
草
』
を
見
る
と
、
詩
仏
と
東
海
・
上
方
詩
壇
の
性
霊
詩
風
を

唱
え
る
詩
人
と
の
交
遊
関
係
の
一
端
が
窺
え
た
。
次
節
で
は
、『
北
遊
詩

草
』『
再
北
遊
詩
草
』
か
ら
北
陸
詩
壇
と
の
関
係
を
見
て
ゆ
く
。

三－

二
、『
北
遊
詩
草
』『
再
北
遊
詩
草
』
と
北
陸
詩
壇

文
政
四
年
秋
、
詩
仏
は
江
戸
を
発
っ
て
金
沢
に
行
っ
た
。
翌
年
、
彼

は
金
沢
で
詠
ん
だ
詩
と
当
地
の
詩
人
た
ち
が
作
っ
た
唱
和
詩
を
集
め
、

『
北
遊
詩
草
』
を
刊
行
し
た
。
北
陸
詩
壇
の
詩
人
三
十
五
人
は
、
金
沢
で

越
年
し
た
詩
仏
と
と
も
に
、
詩
会
を
開
催
し
た
り
北
陸
の
名
所
を
巡
っ

た
り
し
た
。
文
政
七
年
夏
、
詩
仏
は
再
び
金
沢
へ
と
旅
立
ち
、
翌
年
六

十
名
の
北
陸
詩
壇
の
詩
人
と
の
唱
和
詩
を
集
め
た
『
再
北
遊
詩
草
』
を

出
版
し
た（

（注

（
注

。
本
節
で
は
、
こ
の
両
紀
行
詩
集
に
見
ら
れ
る
性
霊
派
の
詩

人
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、『
北
遊
詩
草
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
仏
の
唱
和

詩
を
掲
げ
る
。

次
韻
林
蓀
坡
先
生
見
贈　

其
二
（
林
蓀
坡
先
生
に
贈
る
を
見
る

韻
に
次
す　

其
の
二
）

安
穏
金
城
旧
酒
盟　

安
穏
た
り　

金
城
旧
酒
の
盟

新
詩

0

0

語
語
使
人
驚　

新
詩

0

0

の
語
語　

人
を
し
て
驚
か
し
む

細
思
物
理
無
如
酔　

細
か
に
物
理
を
思
ひ　

酔
ふ
に
如し

く
は
無
し

世
上
何
須
身
後
名　

世
上　

何
ぞ
須も

ち

ゐ
ん
身
後
の
名

林
蓀
坡
は
加
賀
の
儒
学
者
・
漢
詩
人
で
、
若
い
頃
、
江
戸
の
昌
平
黌

に
学
ん
だ
。「
金
城
」
は
金
沢
を
意
味
し
、「
旧
酒
の
盟
」
は
詩
仏
と
蓀
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坡
と
の
交
遊
関
係
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
、

『
北
遊
詩
草
』
の
附
録
に
収
め
ら
れ
た
蓀
坡
の
詩
の
序
文
に
、「
辛
巳
秋

九
月
、
詩
仏
先
生
来
遊
敝
邑
。
一
別
已
経
十
二
霜
、
今
得
再
逢
喜
賦
」

（
辛
巳
秋
九
月
、
詩
仏
先
生
敝
邑
に
遊
び
来
る
。
一
別
し
て
已
に
十
二
霜

を
経
、
今
再
び
逢
ふ
を
得
る
こ
と
を
喜
ん
で
賦
す
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

文
化
六
年
春
、
詩
仏
は
蓀
坡
に
七
言
絶
句
「
送
林
孚
尹
帰
加
賀
」（
林

孚
尹
の
加
賀
に
帰
る
を
送
る
、『
詩
聖
堂
詩
集
初
編
』
巻
九
所
収
）
を

贈
っ
た
。
孚
尹
は
蓀
坡
の
字
。
こ
の
面
会
は
、『
北
遊
詩
草
』
に
お
い
て

「
酒
盟
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
蓀
坡
は
『
梧
窓
詩
話
』（
文
化

九
年
刊
）
の
中
で
、
性
霊
派
の
影
響
を
受
け
て
性
霊
説
を
唱
え
た
。

詩
道
之
本
事
、
直
吐
出
性
情
而
已
。
性
情
極
不
凡
、
而
其
語
自
精

妙
。
如
尋
常
拘
攣
一
生
随
前
人
脚
跟
者
、
非
所
能
及
也
。

（
詩
道
の
本
事
は
、
直
ち
に
性
情
を
吐
出
す
る
の
み
。
性
情
極
て
凡

な
ら
ず
し
て
、
其
の
語
自
ら
精
妙
た
り
。
尋
常
拘
攣
し
て
一
生
前

人
の
脚
跟
に
随
ふ
者
の
如
き
、
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
。）

近
世
後
期
、
性
霊
説
の
紹
介
に
尽
力
し
た
山
本
北
山
は
、
天
明
三
年

刊
の
『
作
詩
志
彀
』
巻
一
に
お
い
て
、「
袁
中
郎
コ
ヽ
ニ
見
ル
ヿ
有
テ
、

格
式
ヲ
寛ゆ

る
く

ス
。
寛
シ
ト
雖
ド
モ
、
古
今
一
定
ノ
格
ヲ
棄
ル
ニ
非
ズ
。
詩

ハ
モ
ト
性
情
ヲ
吟
詠
ス
ル
ニ
過
ザ
ル
」
と
記
し
て
い
た
。
ま
た
、
後
年

大
窪
詩
仏
は
、『
詩
聖
堂
詩
話
』
に
「
寛
斎
先
生
、
嘗
論
詩
云
、
詩
本
風

情
。
不
求
之
風
趣
、
而
求
之
格
調
、
抑
遠
矣
哉
」（
寛
斎
先
生
、
嘗
て
詩

を
論
じ
て
云
く
、「
詩
は
風
情
に
本
づ
く
。
之
を
風
趣
に
求
め
ず
し
て
、

之
を
格
調
に
求
む
る
は
、
抑

そ
も
そ
も

遠
き
か
な
」
と
）
と
、
寛
斎
の
論
を
引

用
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
蓀
坡
の
詩
観
は
、
北
山
・
寛
斎
・
詩
仏
の
性
霊
派

に
よ
っ
て
鼓
吹
さ
れ
た
性
霊
説
と
方
向
性
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
文
政
九
年
、
蓀
坡
は
『
致
堂
詩
稾
』
序
文
の
中
で
、
横
山
致

堂
の
詩
に
対
し
て
、

覃
心
研
精
、
斟
酌
事
理
、
玩
繹
物
情
、
飲
醇
咀
粋
、
以
養
其
性
霊

之
和
。

（
覃
心
し
て
研
精
し
、
事
理
を
斟
酌
し
、
物
情
を
玩
繹
し
、
醇
を
飲

み
て
粋
を
咀
み
、
以
て
其
の
性
霊

0

0

の
和
を
養
ふ
。）

と
い
う
評
価
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
致
堂
は
、
蓀
坡
と
同

じ
く
加
賀
の
性
霊
詩
風
を
実
践
し
た
漢
詩
人
だ
っ
た
と
分
か
る
。『
北
遊

詩
草
』
に
は
、
詩
仏
が
詠
じ
た
致
堂
へ
の
唱
和
詩
が
十
一
首
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
の
七
言
律
詩
「
三
和
前
韻
」（
三
た
び
前
の
韻
に
和

す
）
の
尾
聯
に
お
い
て
、「
早
起
無
端
聞
鵲
語
、
新
詩
果
爾
使
人
伝
」（
早

起
端
無
く　

鵲
語
を
聞
く
、
新
詩

0

0

果
爾　

人
を
し
て
伝
へ
し
む
）
と
あ

る
が
、
こ
の
「
新
詩
」
の
語
は
、
先
の
「
林
蓀
坡
先
生
に
贈
る
を
見
る

韻
に
次
す　

其
の
二
」
の
詩
に
も
使
わ
れ
た
も
の
で
、
性
霊
派
の
新
し

い
詩
風
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
詩
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

『
再
北
遊
詩
草
』
の
巻
末
に
、
越
中
の
漢
詩
人
東
林
雪
象
は
、
七
言
絶
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句
の
題
辞
を
遺
し
て
い
る
。

江
湖
一
自
唱
清
新　
　

江
湖

0

0　

一
た
び
清
新

0

0

を
唱
へ
て
よ
り

才
子
如
雲
追
後
塵　
　

才
子
雲
の
如
し　

後
塵
を
追
ふ

請
看
文
華
遍
環
宇　
　

請
ふ
看
よ　

文
華
環
宇
に
遍あ

ま
ね

き
を

寒
郷
僻
邑
亦
多
人　
　

寒
郷
僻
邑
も
亦
た
人
多
し

詩
の
前
半
は
、
江
湖
詩
社
に
よ
っ
て
鼓
吹
さ
れ
た
性
霊
詩
風
は
多
く

の
漢
詩
人
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
、
の
意
。
後
半
の
「
寒
郷
僻
邑
」
の

語
は
、
地
方
の
詩
壇
を
意
味
す
る
。
こ
の
題
辞
か
ら
、
化
政
期
の
詩
壇

に
お
い
て
性
霊
詩
風
が
流
行
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

以
上
、
詩
仏
の
紀
行
詩
集
に
見
る
地
方
の
性
霊
派
詩
人
と
の
交
遊
関

係
を
考
察
し
た
。
た
だ
し
、
詩
仏
の
遊
歴
に
は
、
純
粋
な
文
学
的
交
流

の
ほ
か
、
潤
筆
料
の
取
得
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

揖
斐
高
氏
は
「
遊
歴
で
稼
い
だ
潤
筆
料
を
も
と
に
、
江
戸
神
田
お
玉
が

池
に
詩
聖
堂
と
名
付
け
る
新
居
を
構
え
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
具

体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る（

（注

（
注

。
ま
た
、
仙
台
の
文
人
画
家
菅
井

梅
関
は
、
菊
坪
な
る
人
物
に
宛
て
た
書
簡
に
、
詩
仏
は
紀
行
詩
集
『
二

島
遊
草
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
百
両
の
金
子
を
稼
い
だ
と
書
い
て
い
る（

（注

（
注

。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
一
面
も
あ
っ
た
と
は
言
え
、
詩
仏
の
地
方
遊

歴
に
よ
っ
て
、
性
霊
詩
風
が
地
方
の
詩
壇
に
ま
で
普
及
し
た
と
い
う
事

実
は
、
中
央
詩
壇
と
地
方
詩
壇
と
の
交
流
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
、

重
要
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
大
窪
詩
仏
の
紀
行
詩
集
に
お
け
る
地
名
表
記
や
「
誠
斎

体
」
受
容
お
よ
び
地
方
の
性
霊
派
詩
人
と
の
交
遊
と
い
う
観
点
か
ら
、

彼
の
紀
行
詩
集
と
性
霊
詩
風
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
、

紀
行
詩
の
本
文
に
日
本
語
の
地
名
を
用
い
る
こ
と
は
、
徂
徠
一
門
の
地

名
表
記
へ
の
反
発
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、「
誠

斎
体
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
詩
中
に
「
奇
」
の
詩
語
を
多
用
す
る
と
い

う
傾
向
は
、
江
湖
詩
社
を
中
心
と
す
る
漢
詩
人
た
ち
の
宋
詩
尊
重
論
と

緊
密
な
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
詩
仏
は
性
霊
詩
風
を
実
践
し
て

紀
行
詩
を
詠
じ
、
地
方
遊
歴
を
通
し
て
、
地
方
の
詩
壇
に
お
け
る
性
霊

詩
風
の
普
及
を
促
進
し
た
。

注

注
1	

『
今
四
家
絶
句
』（
文
化
十
二
年
刊
）
に
寄
せ
た
亀
田
鵬
斎
の
序
文
に
、「
我

江
戸
今
日
之
詩
、
河
寛
斎
唱
之
、
柏
如
亭
・
窪
詩
仏
・
池
五
山
和
之
。
風

流
俊
采
、
皆
一
代
之
選
也
。
因
時
人
概
称
之
曰
江
戸
四
家
」（
我
が
江
戸

今
日
の
詩
、
河
寛
斎
之
を
唱
へ
、
柏
如
亭
・
窪
詩
仏
・
池
五
山
之
に
和
す
。

風
流
俊
采
、
皆
一
代
の
選
な
り
。
因
て
時
人
概
ね
之
を
称
し
て
江
戸
四
家

と
曰
ふ
）
と
あ
り
、
寛
斎
・
如
亭
・
詩
仏
・
五
山
は
「
江
戸
四
家
」
と
称

せ
ら
れ
て
い
た
。

注
2	

大
窪
詩
仏
の
伝
記
研
究
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
碧
堂
氏
の
『
大
窪
詩
佛
』（
珂
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北
郷
土
研
究
会
、
一
九
三
七
年
）
と
大
森
林
造
氏
の
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』

（
梓
書
房
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。
両
書
は
詩
仏
の
遊
歴
と
四
つ
の
紀

行
詩
集
に
言
及
し
て
い
る
が
、
紀
行
詩
と
性
霊
詩
風
と
の
関
係
に
触
れ
て

い
な
い
。
つ
ぎ
に
、
揖
斐
高
氏
は
、「
詩
人
の
遊
歴
」（『
江
戸
の
詩
壇
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
「
五
山
堂
詩
話
」
の
世
界
―
』
角
川
書
店
、
二

〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
詩
仏
の
遊
歴
と
収
入
と
の
関
係
を
考
察
し
た
が
、

そ
の
四
つ
の
紀
行
詩
集
の
内
容
を
ほ
と
ん
ど
分
析
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

山
口
旬
氏
は
「
大
窪
詩
仏
初
期
詩
集
に
み
る
評
語
に
つ
い
て
―
習
作
期

に
お
け
る
問
題
意
識
―
」（『
成
蹊
国
文
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
一
年
三

月
）
や
「〈
點
化
の
妙
〉
―
大
窪
詩
佛
に
お
け
る
古
句
受
容
の
展
開
―
」

（『
成
蹊
国
文
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
な
ど
の
論
文
の
中
で
、

主
に
詩
仏
の
初
期
詩
集
を
考
察
し
た
。
最
後
に
、
張
淘
氏
は
『
江
戸
後
期

の
職
業
詩
人
研
究
―
大
窪
詩
仏
を
中
心
と
し
て
―
』（
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
詩
仏
の
詩
文
を
考
察
し
た
が
、
紀
行

詩
を
ま
っ
た
く
論
じ
て
い
な
い
。

注
3	

『
紀
行
日
本
漢
詩
』
巻
二
（
富
士
川
英
郎
・
佐
野
正
巳
編
、
汲
古
書
院
、
一

九
九
一
年
）
に
お
い
て
は
、『
西
遊
詩
草
』
や
『
北
遊
詩
草
』
お
よ
び
『
再

北
遊
詩
草
』
と
い
う
三
つ
の
影
印
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ

ら
の
紀
行
詩
集
の
分
析
が
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

注
4	

代
表
的
な
も
の
で
言
え
ば
、
板
坂
耀
子
氏
の
『
江
戸
を
歩
く
―
近
世
紀

行
文
の
世
界
―
』（
葦
書
房
、
一
九
九
三
年
）、『
江
戸
の
旅
と
文
学
』（
ぺ

り
か
ん
社
、
一
九
九
三
年
）、『
江
戸
の
旅
を
読
む
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二

〇
〇
二
年
）
お
よ
び
『
江
戸
の
紀
行
文
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一

年
）
な
ど
の
系
統
的
な
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

注
5	

揖
斐
高
「
竹
枝
の
時
代
―
江
戸
後
期
の
風
俗
詩
―
」（『
江
戸
詩
歌
論
』

汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
一
六
八
頁
。

注
6	

日
野
龍
夫
「
漢
詩
の
近
代
化
―
地
名
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日

野
龍
夫
著
述
集
』
第
三
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

注
7	

揖
斐
高
氏
は
、
使
君
灘
は
江
戸
橋
下
流
の
渡
し
で
、
使
君
灘
は
御
厩
河
岸

だ
と
指
摘
し
て
い
る
（『
日
本
詩
史　

五
山
堂
詩
話
』、『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
』
第
六
五
巻
、
清
水
茂
・
揖
斐
高
・
大
谷
雅
夫
校
注
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
一
年
、
一
八
四
頁
）。
ま
た
、
日
野
龍
夫
氏
は
、「〈
使
君
灘
〉
が

鎧
の
渡
（
現
中
央
区
鎧
渡
あ
た
り
）、〈
承
華
渡
〉
が
御
厩
河
岸
（
現
台
東

区
蔵
前
あ
た
り
）
と
は
、
前
出
『
東
藻
会
彙
纂
略
』
に
よ
っ
て
判
明
す
る

が
、〈
烏
衣
巷
〉
は
知
り
が
た
い
。
上
野
黒
門
町
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と

述
べ
て
い
る
（
前
掲
注
6
に
同
じ
、
五
〇
〇
頁
）。

注
8	

津
阪
東
陽
は
『
夜
航
詩
話
』
巻
一
の
中
で
、
古
文
辞
派
の
地
名
の
使
い
方

を
批
判
し
た
と
き
に
、
こ
の
楊
誠
斎
の
二
句
の
詩
を
引
い
た
上
で
、「
可

見
此
弊
、
宋
人
作
俑
。
至
明
李
王
輩
、
謂
燕
京
為
長
安
、
以
便
其
声
調
。

遂
波
及
此
方
、
致
紊
輿
志
、
名
実
俱
亡
。
不
唯
風
雅
之
罪
人
也
」（
此
弊

は
、
宋
人
俑
を
作
る
を
見
る
べ
し
。
明
の
李
・
王
の
輩
に
至
り
て
、
燕
京

を
謂
ひ
て
長
安
と
為
し
、
以
て
其
の
声
調
に
便
す
。
遂
に
此
の
方
に
波
及

し
、
輿
志
を
紊
し
名
実
俱
に
亡
ぶ
る
を
致
す
。
唯
に
風
雅
の
罪
人
た
る
の

み
な
ら
ざ
る
な
り
）
と
書
き
、
楊
誠
斎
の
詩
と
地
名
表
記
へ
の
批
判
と
の

繋
が
り
に
触
れ
て
い
る
。

注
9	

胡
正
怡
氏
は
、
徂
徠
の
『
南
留
別
志
』
を
引
い
た
上
で
、
目
黒
を
驪
山
に

す
る
理
由
を
考
察
し
て
い
る
（「
地
名
表
記
か
ら
見
る
漢
詩
の
作
り
方
―

古
文
辞
派
を
中
心
に
」『
国
語
国
文
』
第
八
二
巻
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
、

三
四
頁
）。

注
10	

前
掲
注
6
に
同
じ
、
四
九
一
頁
。

注
11	
中
村
幸
彦
「
清
新
論
的
文
学
観
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
一
巻
、
中
央

公
論
社
、
一
九
八
二
年
）
三
九
五
頁
。

注
12	

富
士
川
英
郎
「
江
湖
社
の
詩
人
た
ち
」（『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』
筑
摩

書
房
、
一
九
七
三
年
）
九
四
頁
。
揖
斐
高
「
化
政
期
詩
人
の
地
方
と
中
央
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―
佐
羽
淡
斎
を
中
心
に
―
」（『
江
戸
詩
歌
論
』
汲
古
書
院
、
一
九
九

八
年
）
三
〇
六
頁
、
三
〇
九
頁
。

注
13	
『
楊
誠
斎
詩
鈔
』
巻
二
に
収
録
さ
れ
た
「
澹
庵
坐
上
、
観
顕
上
人
分
茶
」

（
澹
庵
の
坐
上
に
顕
上
人
茶
を
分
か
つ
を
観
る
）
の
二
句
で
あ
る
。

注
14	

こ
う
し
た
一
連
の
「
三
家
詩
」
出
版
の
風
潮
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
高
氏
が

「
化
政
期
詩
人
の
地
方
と
中
央
―
佐
羽
淡
斎
を
中
心
に
―
」（『
江
戸
詩

歌
論
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、
三
〇
七
頁
）
に
若
干
触
れ
て
お
ら
れ

る
。
ま
た
、
近
世
後
期
の
性
霊
派
に
お
け
る
楊
誠
斎
の
受
容
は
重
要
な
問

題
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と

に
す
る
。

注
15	

「
荷
渓
と
可
亭
」（『
静
岡
県
史
・
通
史
編
四
』
静
岡
県
編
、
静
岡
県
出
版
、

一
九
九
七
年
）
四
四
七
頁
。
ま
た
、
山
口
旬
氏
は
「『
五
山
堂
詩
話
』
に

見
る
間
野
可
亭
―
地
方
漢
詩
壇
に
お
け
る
役
割
―
」（『
成
蹊
国
文
』

第
四
三
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
の
中
で
、
可
亭
と
江
湖
詩
社
を
中
心
と

す
る
性
霊
派
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。

注
16	

鷲
原
具
仁
子
「
漢
詩
に
お
け
る
社
会
批
判
―
村
瀬
栲
亭
と
梅
辻
春
樵

―
」（『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
一

〇
〇
頁
。

注
17	

揖
斐
高
氏
は
、
詩
仏
の
二
回
の
北
遊
に
つ
い
て
、「
地
方
在
住
の
詩
人
た

ち
が
江
戸
の
流
行
詩
人
詩
仏
の
遊
歴
を
い
か
に
熱
狂
的
に
歓
迎
し
た
か
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
注
2
の
三
つ
目
の
文

献
に
同
じ
、
九
五
頁
）

注
18	

前
掲
注
2
の
三
つ
目
の
文
献
に
同
じ
、
九
三
頁
。

注
19	

「
一
昨
年
十
月
秋
田
ゟ
天
民
老
人
松
島
見
物
ニ
仙
台
へ
参
り
小
生
即
案
内

仕
、
詩
数
首
相
出
、
秋
田
雄
鹿
の
詩
と
小
生
少
々
画
入
ニ
而
『
二
島
遊
草
』

と
申
、
仙
台
ニ
而
上
木
仕
候
。〈
中
略
〉
黄
物
は
百
両
か
ら
取
申
候
。
六

人
ニ
而
逗
留
之
諸
雑
用
ヲ
引
、
仙
台
ニ
而
品
物
ヲ
如
許
七
十
両
ほ
と
持
帰

申
候
」（
藤
冨
史
花
「
江
湖
詩
社
詩
人
の
詩
文
に
見
る
〈
窮
者
而
後
工
〉
の

受
容
と
理
解
」『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
二
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
、
四

九
頁
）。

※�

本
稿
で
は
、
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、

傍
点
や
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
発
表
の
席
上
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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